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第 935 回 平成 18 年 7 月 12 日（水）

 本日のプログラム
１．点　　　　　　　鐘

２．ロータリーソング

　　「我 ら の 生 業」

３．会　長　の　時　間

４．幹　 事　 報 　告

５．就　 任　 挨　 拶

６．点　　　　　　　鐘
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次週 7月 19 日プログラム予定　　ガバナー公式訪問

 

第 934 回の記録　　　　 平成 18 年 7 月 5 日

★　会長の時間　　　　　会長　佐藤高元 君

　本日は私の会長年度の第一回目の例会です。

　皆様１年間のご協力と、ご指導を宜しく御願

いいたします。

　本日のスケジュールはクラブ協議会でありま

して、大迫三郎ガバナー補佐に訪問して頂いて

おります。そして高鍋クラブより２名のお客様

も出席されています。

　この後はクラブ協議会のプログラムに沿って

進めたいと思います。　ガバナー補佐の良きア

ドバイスを宜しく御願いいたします。

　

今回のお客様
高鍋RC　橋口清和会長　中武泰一朗幹事



★　ガバナー補佐　　　　　　大迫　三郎 氏

「母を慕いて」

　久し振りに知覧の第二次大戦特別特攻隊の記

念館に参りました。多くの遺書はとても冷静に

読みきれるものではありません。その中で特に

目に留まったのがありました。  「母を慕いて」

というタイトルでした。それはこのような文章

でした。

　 「お母さん、いよいよ私は祖国の為に戦闘に

参ります。６歳の時から立派に私を育ててくれ

て本当に有難うございました。生みの母より私

は母上をこそ本当の母と思って、心から感謝し

慕って居ります。小さいときから我が儘言って、

一度もお母さんと呼ぶ事が出来なかった自分を

後悔しています。本当は大声でお母さんと呼び

たかったのです。

　もう二度とお目にかかることはありません。

しかし私は真から母上を慕って居ります。元気

で長生きしてください。最後に心から言わせて

下さい。「お母さん、お母さん、お母さん」」

　軽薄な私などの感情でこの物語の翻訳なども

っての外とは思います。しかしせめて死地にい

く息子の便りが、一生の重荷であったろう、母

と呼んでくれない育て子への苦しい思いが、こ

の一文で救われたのではないだろうか。

　祖国の一番大事な、守ってあげるべき人はこ

の特攻隊員にとっては母上であったのです。

　館の外は太陽がギラギラと射していました、

ふと見ると横に若い同業の人が居ましたので、

つい「もう戦争はたくさんだ、二度と不幸を青

少年にさせたくない」ともうしましたら、その

答えが、  「大迫さん、今、国の為だと特攻の募

集がかかったら、私はいの一番に応募します。

勿論覚悟の上です」ときっぱり言いました。エ

ーッ、と思い改めて顔を見直しますと、全く凛

々しい面持ちで真顔でした。

　今の若い人は；という安直な私の思いは見事

に砕かれました。思いますに「超我の奉仕」と

１．真実かどうか　　　　　　　３．好意と友情を深めるか

２．みんなに公平か　　　　　　４．みんなのためになるかどうか
■　四つのテスト

　　　　出席状況　第 932 回　平成 18 年 6 月 14 日
会 員 数　　　28 名　　　　　　欠 席 者 数　　  4 名
出席者数　　　24 名　　　　　　メークアップ　　　0 名
出 席 率　　　85.0 ％　　　　　修正出席率　 　85.0 ％

 

か「最も良く奉仕するものは最も報われる」と

いうのは単純に物質的、金銭的、又は職業上の

みの倫理を述べているのではないのではないだ

ろうか。

　人間が霊長類の長としての、人間の一番の尊

厳的なものは、究極自分自身の心にこそ報われ

るべきものなのかもしれません。

　特攻隊員と結びつけるのはあまりにも、極論

かもしれませんが、相手に見返りを求めるので

はなく、自分の心にこそ人間としての見返りを

求めるのがロータリーの「奉仕」ではないかと

思います。

　会員の皆様のご清栄をお祈り申し上げます。

　　《原稿一部中略させていただきました》

☆　大迫三郎ガバナー補佐　プロフィール

職業分類　印刷

職歴　　　株式会社　宮崎印刷　代表取締役

　　　　　　〃　　パームス企画　代表取締役

　　　　　宮崎県印刷工業組合理事長

　　　　　全日本印刷工業組合連合会理事

　　　　　宮崎県中小企業団体中央会理事

ロータリー歴

　　　　　1975 年 9 月　　　　宮崎南ＲＣ入会

　　　　　1980 年～ 1981 年　宮崎南ＲＣ幹事

　　　　　1991 年～ 1992 年　宮崎南ＲＣ会長

　　　　　2004 年～ 2005 年　　　〃　2回目

その他　　マルチプル・ポールハリスフェロー

　　　　　ベネファクター　1回

座右のことば　 「事の誤るは得意の時、

　　　　　　　　事の成るは失意の時」

ささやかな努力「ロータリー 30 年間無欠席と継続」

愉快な思い出　 「第一回ロータリー甲子園野球大会

　　　　　　　　第三位入賞　2番レフトで出場」

更なること　　 「創刊 15 年、14 万部月刊パームス

　　　　　　　　愛読者に感動を送り続けたい」

～ ＭＥＭＯ ～


